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intdash Automotive Proとは

自動車産業におけるデータ計測・解析までのワークフローをワンストップで提供するSaaSソリューション

intdash Automotive Proは独自開発のクラウドサービス と専用エッジ端末による
データの収集、分析、可視化を実現する SaaS ソリューション

intdash Automotive Pro は自社開発のクラウドサービス intdashと専用のエッジ端末を基盤として
自動車産業における車両CANを通じて伝送される多種多様なセンサーのデータや車載カメラなど
のメディアデータの収集、分析、解析、可視化などのワークフローをワンストップで実現



intdash Automotive Proとは
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intdash Automotive Proとは | フュージョンデータ伝送

intdash Edge Agent

H.264, H.265, MJPG AAC, PCM ROS, Mavlink J1939, KWP, CCP CAN Rader, LIDAR

intdash Data Format

GPS

• 双方向リアルタイムデータストリーミング
• 欠損回収処理
• 輻輳回避

Real-time API

• 様々なデータタイプへの対応
• フュージョンデータへの統合タイムスタンピング

Terminal System

Mobile/ Internet



intdash Automotive Proとは | 欠損回収処理の仕組み



intdash Automotive Proで実現できること

1. CAN及び周辺のセンサーデータをリアルタイムにクラウドへ収集

2. 独自のユーザーインターフェースで収集したデータを可視化

3. 収集したデータを二次加工や機械学習へ利活用



1. CAN及び周辺のセンサーデータをリアルタイムにクラウドへ収集

• 独自開発のプロトコルを使用して、データをリアルタイム、低遅延でデータ伝送可能

• モバイル通信のような不安定な環境においてもデータ欠損時の補完処理により全てのデータ収集可能

• 複数のデータを時刻同期し時系列データとしてクラウドへ保存

• 高粒度のデータ(1000Hz以上)であっても間引くことなく収集

• 車載専用ハードウェアであり、悪条件下でも動作可能



Transmission Succeed

Transmission Failed and recovered

1. CAN及び周辺のセンサーデータをリアルタイムにクラウドへ収集



2. 独自のユーザーインターフェースで収集したデータを可視化

Visual M2M DataVisualizer



2. 独自のユーザーインターフェースで収集したデータを可視化

瞬間値表示パーツ 計測総合データ表示＆分析用グラフパーツ

Visual M2M DataVisualizer



2. 独自のユーザーインターフェースで収集したデータを可視化

収集したデータをcsvでダウンロード可能

Visual M2M DataVisualizer



2. 独自のユーザーインターフェースで収集したデータを可視化

複数車両のCANやセンサーデータを同時に表示可能

Visual M2M DataVisualizer



2. 独自のユーザーインターフェースで収集したデータを可視化

閾値を超えたデータをアラート表示 収集したデータのレポーティング

Visual M2M DataVisualizer



3. 収集したデータを二次加工や機械学習へ利活用

収集したデータをintdashサーバーから取得し、独自の加工を行うことが可能

intdash Edge

API

Time-series DB

Sensor network Control Network

intdash Cloud System 

Mobile/ Internet

intdash Edge System

RAW Data

intdash Analytics Service

• データ分析処理、関数計算処理などのPythonコード実行環境

Python 
SDK

intdash
Analytics Services

Python Python

• Jupyter notebookからのデータアクセスが可能
• 処理を試行しながらコーディング可能



intdash Automotive Pro導入のメリット

• 遠隔の自動データ収集が可能な為、データサンプリングの手間を軽減

• リアルタイムデータの閲覧/蓄積データの解析を多拠点のユーザーから同時アクセス可能

• ブラウザがあればPCを選ばない（要HTML5 対応ブラウザ）

• データストリーム、グラフ解析、CSVダウンロードなど様々な視点でのデータ解析が可能

• 車両側から閲覧者まで秘匿性を保護するデータセキュリティ

• Analytics Servicesによる解析用データ処理、機械学習、レポート処理（オプション）



intdash Automotive Proとは



Visual M2M Automotive Proの課題解決例
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車両データ計測の課題

①車両がいろいろなところにあるのでデータ回収が困難 様々な場所での
データ計測

専用機器や記録媒体
へのロギング

研究所など特定の
場所への輸送

調査・解析
また取得したデータが1か所に集められてしまうと各地での共有も難しい
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intdash Automotive Proでの課題解決

①車両がどこにあってもインターネット接続環境があればクラウドにデータ収集可能

また、データ収集してからすぐに各地で見ることも可能になる



2019 aptpod,Inc.  All Rights Reserved.

車両データ計測の課題

②データソースごとに時刻を合わせるのが困難
ソースごとにサンプリングレートが異なるため、複数データの時刻が合わない
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intdash Automotive Proでの課題解決

②ハードウェアにてタイムスタンプを押すため、異なるセンサー間での時刻同期が可能
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車両データ計測の課題

③モバイル回線で取得しようとすると電波状況等によってデータ欠損が生じる

×
・・・
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intdash Automotive Proでの課題解決

③モバイル回線であっても欠損せずデータ回収が可能

×
不通時はハードウェアにデータ蓄積

通信再開時にハードウェアに蓄積されたデータを再送

サーバーからはストア済みのデータのみDLし閲覧

完全回収したデータをDLし閲覧
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intdash Automotive Pro 補足
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VisualM2Mご利用推奨環境

OS Windows,macOS

CPU Intel 第3世代 Core i5

メモリ 8GB以上

ネットワーク インターネット接続環境

ブラウザ Google Chrome




